
柳井市と周防大島町のお客様センター窓口業務共同化（令和２年４月１日～）

給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ

3
/日

給水面積 ： km
2

職員数 ： 【直営】 9 人 【第三者委託】 人 【委託】 人 ※数字は、令和2年4月1日時点
給水人口 ： 人
1日最大給水量： ｍ

3
/日

給水面積 ： km
2

職員数 ： 【直営】 13 人 【第三者委託】 人 【委託】 人 ※数字は、令和2年4月1日時点

〇平成29年6月30日　柳井地域水道事業広域化検討委員会設立。

〇平成29年8月25日　柳井地域水道事業広域化検討委員会専門部会開催。
〇業務の方法、システム移行について協議。

〇平成30年2月22日　柳井地域水道事業広域化検討委員会専門部会開催。
〇事務所の設置場所、業務の内容のすりあわせ。

〇平成30年7月27日　システム構築契約。（平成30年度分）

〇平成31年4月15日　システム構築契約。（平成31年度分）

〇令和2年1月10日　包括外部委託契約。

〇令和2年4月1日、「上下水道料金収納業務等委託の共同窓口運営に関する協定書」及び「上下水道料金収納業務等
委託の共同窓口運営に関する覚書」締結。
〇柳井市・周防大島町上下水道料金お客様センター開始。

・業務の効率化

・事務処理方法の共有化

・経費削減

①これまでの課題・・・ 初期費用がかかる。業務・システムの調整がかかる。

②今後の課題・・・システム会社の変更等に調整が必要となる。ほかの事業体とも窓口の共同化を行う場合、お客様
センターの設置場所の変更等が必要となる。事務委任の検討が必要となる。

公営が基本　+
③業務委託(包括・性能発注)　営業関係業務の包括委託
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平成29年6月30日、地域の実情に応じた管理の一体化や事業統合等の多様な形態の広域化を検討することを目的に、１市４
町及び2企業団で柳井地域水道事業広域化検討委員会の立ち上げを行った。協議を重ねる中で、柳井市と周防大島町にお
いて、業務の効率化及び経費の削減を図るため、上下水道料金等の業務を同一事業者に委託し、さらに窓口業務の共同化を
行うこととなった。
柳井市が先行して株式会社フジ地中情報に窓口業務等包括外部委託を行っていたため、周防大島町が同業者と契約を結
び、窓口業務の共同化を柳井市において行った。

柳井市 周防大島町
お客さまセンター窓口業務共同化


